
（注）備考欄には、主たる支出の内訳を記載する。  

令和７年度政務活動費収支報告書  

 

会派名   市民クラブ   

 

１  収   入   政務活動費   ２４０，０００円  

 

２  支   出  

（単位 :円）  

科    目  金     額  備       考  

調 査 研 究 費    ４６，２５０  

令和８年１月２７日～２８日  

明石市（市民にやさしいＤＸの取り組

み）  

川西市（直近５年のＤＸ関連の取り組

み）  

交通費 20,250円 、宿泊費 26,000円  

研 修 費 ０   

広 報 費 ０   

広 聴 費 ０   

資 料 作 成 費 ０   

資 料 購 入 費 ０   

合 計 ４６，２５０   

  

３  残   額    １９３，７５０  円  



令和7年度　市民クラブ政務活動費　支出明細

1.　兵庫県明石市・川西市　（1/２７～２８）

月/日 内容 費用 単価 人数 備考 領収書

1/27 交通費 8,720 4,360 2 レンタカー代　中央紙運輸㈱ ①

1/27 交通費 200 100 2 駐車料金　栄町パーキング ②

1/27 交通費 920 460 2 駐車料金　ドーミーイン神戸元町 ③

1/27 宿泊費 26,000 13,000 2 ドーミーイン神戸元町 ④

1/28 交通費 3,718 1,859 2 ガソリン代　中央紙運輸㈱ ⑤

1/27～28 交通費 6,692 3,346 2

ＪＨ高速料金
1/27　中津川⇒大蔵谷
　　　　　大蔵谷⇒京橋
1/28　京橋⇒川西小花
　　　　　中国豊中⇒中津川

⑥

46,250 A

240,000 B

193,750

合計

政務活動費

残金（B-A）



（単位：円）

月日 内訳 金額
公明党
（2人）

市民クラブ
（2人）

市民ネット
（1人）

1月27日 レンタカー 21,800 8,720 8,720 4,360

1月27日 駐車料金① 500 200 200 100

1月27日 駐車料金② 2,300 920 920 460

1月27日 燃料費 9,296 3,719 3,718 1,859

1月27～28日 高速料金 16,730 6,692 6,692 3,346

50,626 20,251 20,250 10,125

R8.1.27～28会派視察　費用按分表

合計
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会 派 視 察 研 修 報 告 書 

市民クラブ 
 

視察研修項目 市民にやさしいDX（デジタル革命）の取り組みについて 

視察研修期日 令和８年１月２７日（火） 

視察研修先 兵庫県明石市 

視察研修参加者 櫛松直子 松﨑誠 

視察研修目的  市民にやさしいインクルーシブなDXをキーワードに、デジタル技術

を活用した多様な市民ニーズの対応と業務の効率化を進めている明石市

の取組について視察を行ない、中津川市の今後の取組の参考にする。 

視察研修内容 ①推進に向けた取組の全体像背景 

・市民の利便性向上と業務効率による人的資源の再配分により、市民サ

ービスの更なる向上を図ることを目的としている。 

②市民にやさしいインクルーシブなDXの取組 （主な内容） 

・オンライン申請の推進、キャッシュレス決裁の導入、公文書の電子化

推進、生成AI の導入、行かない・書かない窓口の推進など 

③意欲ある職員による手上げ式の人材育成 

・デジタル推進委員制度の推進、デジタル見本市の開催など 

視察研修の 

まとめ・所見 

・計画されている項目や使用されているツールは中津川市と類似してい

るが、実施されるスピードは圧倒的に早い。 

例；オンライン申請：中津川市３９手続き、明石市４９２手続き 

・デジタル人材の不足を補うためには、意欲ある職員を応援することが

レベルアップに繋がると考え、自ら手を挙げた人材の育成を進めたこ

とが計画を上回る結果になっていると思います。 

・デジタル推進委員の成果を組織の財産と考え、「見本市」として共有し

類似案件に波及することで実施数を増やしているが、庁内だけでな

く、オンラインも含め全国から５０の自治体が参加しているのは、取

組手法に対する自信の現れであると感じた。 

その他  
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会 派 視 察 研 修 会 報 告 書 

市民クラブ 
 

視察研修項目  川西市の直近５年のDX関連の取り組みについて 

視察研修期日  令和８年１月２８日（水） 

視察研修先  兵庫県川西市 

視察参加者  櫛松直子 松﨑誠 

視察研修目的 
 令和 2 年から５年間で進めた事業で得られた成果や課題とその対応策

を確認し、中津川市の活動に活かしたい。 

視察研修内容 
〇令和２年以降のコロナ禍への対応を契機として、ICT総合戦略会議を新

たに設置。市長が先導して設置をし、トップダウンで全体が取り組む姿

勢が出来た。コロナ禍で試行錯誤した業務の見直しなどは職員の働き方

の改革にもつながっている。 

〇庁内での取組 

 ・テレワーククやークークワ 、庁内でのチャット利用などデジタル技術を

活用した「新しい働き方」の推進。 

 ・テ各課にデジタル化キクマンを配置し、積極的にデジタル化ができる項目

の洗い出しを行っている。 

 ・テ保育士の勤怠管理導入済。道路台帳などでもデクタの利活用が進んでい

る。今後は防災関連のデクタとの連携も進める。 

 ・テークプンデクタについてはＰＤＦを利用した庁内利用から導入し、今後

はデクタそのものの利用が可能となるよう進めていく。 

 テガバメントクラウドを利用している。 

〇市民サクビ  

 テおくやみコクナクは設置済。ーン トップ窓口の充実も今後は進める。

キャッシュワ 決済も導入予定。 

 テLoGo フォクムを導入し、電子申請、電子決済を進めている。 

 テ電子申請できる内容については外部人材を利用して抽出を進めている

が、導入できる項目はまだ多く、適宜推進をしていく。 

 テコロナ禍に導入した窓口遠隔相談は今後さらにできる機会を増やして、

市役所へ来なくても手続きや申請が可能となる仕組みを考えていく。  
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視察研修の 

まとめテ所見 

 具体的な費用や人件費の削減効果などの算出はしていないとのことだ

ったが、職員の意識改革などには効果があったと感じた。特に、デジタル

化が導入できる業務の洗い出しを各課のキクマンが中心に行ったことで、

業務の内容の確認を行うことができ、さらにはークークワ に大きくつな

がったことなど、デジタル化が寄与していることは多いと感じた。 

 トップダウンで進めた全体計画だとのコメントがあったが、職員からの

現状を細かく吸い上げて推進したことが良かったのではないかと感じた。 

その他  

 

 

 


